
Ｃ
Ｇ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

　
Ｃ
Ｇ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
は
１
９
８
８

年
に
米
国
ア
ー
バ
イ
ン
で
創
業

し
て
以
来
、
航
空
宇
宙
産
業
を

は
じ
め
、
自
動
車
、
鉄
道
、
金

型
、
家
電
、
発
電
、
重
工
業
な

ど
数
千
社
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
支

え
ら
れ
て
い
る
。
世
界
中
の
ユ

ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
中

国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン

ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
支
社
を
設
け

て
い
る
。

　
同
社
の
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

工
作
機
械
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
「
ベ
リ
カ
ッ
ト
」
は

Ｇ
コ
ー
ド
に
よ
る
切
削
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
加
工
物
や
工
具

の
状
態
を
事
前
に
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
発
売
開
始
し
て

年
に

な
る
が
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

し
な
い
自
社
開
発
の
利
点
を
生

か
す
こ
と
で
、
多
軸
多
系
統
・

複
合
加
工
な
ど
の
複
雑
な
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
次
々
と
実

現
。
最
近
で
は
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
、
リ
ベ
ッ
ト
対
応
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
も
発
売
し

て
い
る
。

ア
マ
ダ

　
ア
マ
ダ
は
対
向
２
ス
ピ
ン
ド
ル

複
合
加
工
機
「
Ｖ
―
８
Ｇ
」
や
マ

ル
チ
工
具
研
削
盤
「
Ｄ
Ｐ
Ｇ
―

Ｕ
」
、
デ
ジ
タ
ル
電
動
サ
ー
ボ
プ

レ
ス
「
Ｓ
Ｄ
Ｅ
―
２
０
２
５
」
の

３
機
種
を
出
展
す
る
。

　
「
Ｖ
―
８
Ｇ
」
は
旋
削
、
ミ
ー

リ
ン
グ
、
研
削
の
三
つ
の
機
能
を

併
せ
持
つ
。
心
押
し
機
構
を
装
着

す
る
こ
と
で
、
ワ
ー
ク
の
つ
か
み

替
え
を
不
要
と
し
、
真
円
度
０
・

３

の
高
精
度
加
工
を
可
能
と

す
る
。
「
Ｄ
Ｐ
Ｇ
―
Ｕ
」
は
形
状

が
複
雑
な
ワ
ー
ク
で
も
、
段
取
り

を
変
更
す
る
こ
と
な
く
連
続
加
工

で
き
る
。
新
開
発
の
円
筒
研
削
装

置
を
装
着
し
、
回
転
工
具
の
刃
先

加
工
を
実
現
す
る
。
「
Ｓ
Ｄ
Ｅ
―

２
０
２
５
」
は
独
自
の
工
法
で
あ

る
パ
ル
ス
鍛
造
を
採
用
し
、
メ
タ

ル
フ
ロ
ー

歯
丈
部
の
肉
の
動

き

を
向
上
さ
せ
る
。
同
機
の
可

変
速
度
制
御
技
術
が
日
本
鍛
圧
機

械
工
業
会
の
「
Ｍ
Ｆ
技
術
大
賞
２

０
１
２
―
２
０
１
３
」
を

橋
金

属

滋
賀
県
長
浜
市

と
と
も
に

受
賞
し
て
い
る
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
従
来
の

エ
ン
ド
ミ
ル
シ
リ
ー
ズ
「
Ｍ
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
」
を
進
化
さ
せ
た
「
Ｍ

Ｓ
　
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
エ
ン
ド
ミ
ル

シ
リ
ー
ズ
を
販
売
し
た
。

　
新
た
に
開
発
し
た
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
施
す
こ
と
で
、
炭
素
鋼

か
ら

Ｈ
Ｒ
Ｃ

ロ
ッ
ク
ウ
ェ

ル
硬
さ

程
度
ま
で
幅
広
い
被

削
材
に
対
し
て
安
定
し
た
耐
摩

耗
性
を
発
揮
す
る
。
工
具
形
状

の
見
直
し
も
行
い
、
加
工
精
度

も
向
上
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
従

来
品
で
は
別
工
程
で
研
削
し
て

い
た
ボ
ー
ル
切
れ
刃
と
外
周
切

れ
刃
を
同
一
工
程
で
研
削
す
る

こ
と
に
よ
り
繋
ぎ
目
を
な
く

つ
な

し
、
金
型
の
抜
き
勾
配
加
工
な

ど
ボ
ー
ル
切
れ
刃
と
外
周
切
れ

刃
の
両
方
を
使
う
加
工
に
お
い

て
表
面
粗
さ
が
向
上
す
る
。

　
今
回
、
焼
き
ば
め
ホ
ル
ダ
ー

対
応
の
シ
ョ
ー
ト
タ
イ
プ
や
ロ

ン
グ
ネ
ッ
ク
タ
イ
プ
を
含
む
ボ

ー
ル
エ
ン
ド
ミ
ル
シ
リ
ー
ズ
を

第
１
弾
と
し
て
販
売
し
、
今
後

順
次
シ
リ
ー
ズ
展
開
を
し
て
い

く
。

双
葉
電
子
工
業

　
双
葉
電
子
工
業
は
「
射
出
成

形
に
お
け
る
生
産
性
向
上
」
を

テ
ー
マ
に
、
「
金
型
内
樹
脂
圧

力
・
温
度
・
金
型
表
面
温
度
計

測
シ
ス
テ
ム
　
モ
ー
ル
ド
マ
ー

シ
ャ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
出

展
す
る
。

　
モ
ー
ル
ド
マ
ー
シ
ャ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
は
専
用
の
セ
ン
サ
ー

と
ア
ン
プ
を
用
い
て
、
金
型
内

樹
脂
圧
力
・
樹
脂
温
度
・
金
型

表
面
温
度
を
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ー

タ
ロ
ガ
ー
な
ど
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
表
示
し
、
不
良
監
視
や
成

形
条
件
の
最
適
化
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
そ
の
他
、
昨
年

月
に
フ
ル

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
「
新
圧

力
計
測
シ
ス
テ
ム
」
や
、
１
月

に
発
売
し
た
「
金
型
表
面
温
度

セ
ン
サ
」
に
加
え
、
近
日
発
売

予
定
の
「
ボ
タ
ン
形
圧
力
セ
ン

サ
」
や
「
制
御
用
ア
ン
プ
」
な

ど
も
出
展
を
予
定
し
て
い
る
。

　
展
示
期
間
中
は
各
種
セ
ン
サ

ー
が
組
み
込
ま
れ
た
金
型
で
の

成
形
実
演
を
予
定
し
て
い
る
。

中
日
本
炉
工
業

　
中
日
本
炉
工
業
は
工
業
炉
の
設

計
、
製
作
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
一

貫
し
て
行
う
メ
ー
カ
ー
。
真
空

炉
、
電
気
炉
、
燃
焼
炉
、
制
御
装

置
な
ど
幅
広
く
開
発
、
製
造
し
て

い
る
。
主
力
製
品
の
小
型
真
空
熱

処
理
炉
「
Ｎ
Ｖ
Ｆ
―

Ｐ
」
は
小

型
炉
な
が
ら
真
空
熱
処
理
炉
に
必

要
な
機
能
を
備
え
て
い
る
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
に
よ
る
省
ス

ペ
ー
ス
、
省
エ
ネ
を
実
現
し
熱
処

理
物
の
形
状
、
大
き
さ
、
量
に
合

わ
せ
、
冷
却
ガ
ス
圧
、
ガ
ス
循
環

量
の
設
定
が
任
意
に
変
更
可
能
。

低
温
か
ら
高
温
ま
で
、
幅
広
い
範

囲
で
炉
内
を
均
一
に
加
熱
で
き
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
熱
処
理
に
対

応
す
る
。

　
ま
た
自
社
の
炉
を
使
い
熱
処
理

や
表
面
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
処
理
な
ど

の
受
託
加
工
も
手
が
け
て
い
る
。

現
在
、
大
型
炉
、
小
型
炉
で
金
型

や
超
硬
チ
ッ
プ
へ
チ
タ
ン
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
行
う
「
Ｃ
Ｖ
Ｄ
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
の
受
託
加
工
も
行
っ
て

い
る
。

日
東
工
器

　
日
東
工
器
は
金
型
温
度
調
節
用

や
複
数
配
管
用
な
ど
各
種
の
迅
速

流
体
継
ぎ
手
「
カ
プ
ラ
」
と
、
金

型
部
品
な
ど
の
仕
上
げ
加
工
に
最

適
な
研
削
・
研
磨
工
具
を
展
示
す

る
。
複
数
の
配
管
を
一
度
に
着
脱

す
る
「
マ
ル
チ
カ
プ
ラ
」
は
、
金

型
交
換
の
時
間
短
縮
や
配
管
の
誤

接
続
防
止
に
貢
献
す
る
。
適
用
圧

力
は
低
圧
か
ら
高
圧
ま
で
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
し
て
い
る
ほ
か
、
液
だ
れ

防
止
や
大
流
量
タ
イ
プ
な
ど
も
取

り
そ
ろ
え
て
い
る
。
当
日
は
デ
モ

機
の
実
演
も
行
う
。

　
空
気
式
曲
線
面
取
り
機
シ
リ
ー

ズ
で
最
小
・
最
軽
量
の
サ
ー
キ
ッ

ト
ベ
ベ
ラ
ー
Ｃ
Ｂ
―

は
重
量

が
５
０
０

し
か
な
く
手
持
ち
作

業
が
容
易
で
、
金
型
部
品
な
ど
の

面
取
り
に
最
適
。
ガ
イ
ド
プ
レ
ー

ト
が
直
径

と
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
り
、
こ
れ
ま
で
段
差
や
突
起

が
障
害
と
な
っ
て
面
取
り
で
き
な

か
っ
た
狭
小
部
の
作
業
が
可
能
。

最
小
コ
ー
ナ
ー
半
径
は
Ｒ
３
、
最

小
穴
径
は
直
径
６
８

ま
で
。

日
立
ツ
ー
ル

　
日
立
ツ
ー
ル
は
刃
数
増
加
の

問
題
点
を
解
消
し
た
高
硬
度
鋼

用
高
能
率
４
枚
刃
ボ
ー
ル
エ
ン

ド
ミ
ル
「
エ
ポ
ッ
ク
ハ
イ
ハ
ー

ド
ボ
ー
ル
　
Ｅ
Ｈ
Ｈ
Ｂ
―
Ａ
Ｔ

Ｈ
」
を
発
売
し
た
。
従
来
の
２

枚
刃
ボ
ー
ル
と
比
べ
て
２
倍
以

上
の
加
工
能
率
、
４
倍
以
上
の

切
り
く
ず
排
出
量
を
実
現
し

た
。

　
先
端
部
に
微
小
な
特
殊
エ
ン

ド
刃
を
設
け
、
ボ
ー
ル
Ｒ
刃
と

異
な
る
刃
を
形
成
。
ボ
ー
ル
エ

ン
ド
ミ
ル
で
最
も
不
安
定
と
な

る
切
削
速
度
ゼ
ロ
点

ボ
ー
ル

先
端
部

を
な
く
し
、
大
幅
な

切
削
性
能
の
向
上
を
実
現
し

た
。
ま
た
切
れ
刃
の
配
置
間
隔

を
不
均
一
に
し
た
「
不
等
分
割

形
状
」
に
よ
り
、
高
速
回
転
、

コ
ー
ナ
ー
部
加
工
、
突
き
出
し

量
の
長
い
加
工
で
の
ビ
ビ
リ
振

動
を
最
小
限
に
抑
え
た
。

　
被
削
材
の
対
象
は

Ｈ
Ｒ
Ｃ

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
硬
さ

―

Ｈ
Ｒ
Ｃ
の
高
硬
度
鋼
。
特
に

Ｈ
Ｒ
Ｃ
以
上
の
焼
き
入
れ
鋼
が

メ
ー
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。

牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所

　
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
は
「
機

械
の
持
つ
力
を
最
大
限
に
活
か

す
」
を
テ
ー
マ
に
、
実
加
工
を
中

心
に
成
果
を
得
ら
れ
る
機
械
と
加

工
技
術
を
紹
介
す
る
。

　
立
型
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

「
Ｖ

」
は
重
切
削
か

ら
精
密
加
工
ま
で
幅
広
く
対
応
す

る
２
種
類
の
主
軸
仕
様
の
機
械
を

展
示
し
、
治
具
や
工
具
・
ホ
ル
ダ

ー
、
測
定
装
置
な
ど
周
辺
機
器
と

の
組
み
合
わ
せ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

金
型
加
工
の
要
求
に
応
え
る
。
ま

た
５
軸
制
御
立
型
Ｍ
Ｃ
「
Ｄ
３
０

０
」
は
一
段
取
り
で
金
型
部
品
の

生
産
性
向
上
を
実
現
す
る
。

　
そ
の
他
、
大
物
金
型
の
形
状
や

斜
め
の
水
穴
を
一
段
取
り
で
加
工

す
る
横
型
Ｍ
Ｃ
「
Ｍ
Ｃ
Ｃ
２
０
１

３
Ｖ
Ｇ
」
や
、
ノ
ズ
ル
が
密
着
で

き
な
い
段
差
形
状
の
あ
る
厚
物
加

工
物
を
高
速
に
加
工
で
き
る
ワ
イ

ヤ
放
電
加
工
機
「
Ｕ
３
　
Ｈ．

Ｅ．

Ａ．

Ｔ．

」
を
展
示
す
る
。

注
目
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉
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